別紙
感染症等の対策に関する留意事項について（バスケットボール競技）


１　全競技共通事項
　　（１）生徒の参加については、参加同意書を提出すること。
（２）各チームで参加者の大会前2週間からの検温をしておくこと。
（３）生徒に発熱など風邪の症状が見られる時は参加を見合わせ、自宅で休養させること。
（４）会場内に入る生徒（競技中以外）･競技役員･補助員･引率者･観客等は、必ずマスクを装着すること。　　また、人との距離をできるだけ２ｍ保つこと。（休憩時、昼食時等の観覧席でも行ってください）
（５）会場の各所に液体石鹸や手指消毒用液を備えているので、こまめな手洗いや消毒をすること。
（６）同チーム内での飲料水等の回し飲みやタオルやコップ等の共用はしないこと。
（７）競技に使用するTO器具については、TOを行ったチームで消毒を行う。ベンチは試合後に該当チームで責任をもって消毒すること。


２　バスケットボール競技における３密（密閉、密接、密集）の回避対策
　≪密閉≫
・室内の競技会場、更衣室、控室等は、こまめな換気を行うので協力すること。
・更衣室や控室等は、1試合前から利用し、更衣後、荷物は全て持ち出すこと。
　　　　・試合後の更衣室利用は、次の試合が終了するまでとする。
（各会場においての指示に従うこと）
　　　　・込み合うことが予想されるので各チーム内で譲り合って使用すること。（密にならないよう配慮してください）
　　　≪密接≫
・選手・監督・スタッフは、試合時間以外のマスクを厳守すること。（スタッフ、ベンチメンバーも装着してください。指示を出すときもマスクを装着してお願いします。）
・応援生徒・TO等の生徒は、常時マスクを着用すること。
・競技中の選手同士や応援者等の味方同士でのハイタッチなどは避けること。
・会場内においては、１～２ｍの社会的距離を確保すること。（休憩時・昼食時等も）
・試合中の応援は声を出さずに拍手のみで行うこと。
≪密集≫
・無観客で大会を実施する。
・各校バスケットボール部員・スタッフ、学校管理職、競技役員以外は会場に入れません。
・競技役員、補助員等の座席、観客席で待機している生徒は、１～２ｍの社会的距離を保つこと。
・1試合前に会場入りし、試合後のTOが終了後、すみやかに帰校（宅）すること。
・会場内で人との接触を減らすために、選手、役員の導線を区分するので注意すること。
・バスケットボール競技は複数の会場があり、各会場の注意事項に従うこと。
